
埼玉民医連退職者の会                第 123 号  

                     2015 年７月 25 日  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 定年後の人生・・・  

新しい道に挑戦し、輝いている  

仲間はたくさんいる。  

その一人   山口昭子さん    

自彊術
じきょうじゅつ

に挑戦だ。  

 

定年５年程前に難病がみつかり、時々入院などを繰返した。６８歳の時、突然右

膝の尋常でない痛さに襲われた。受診の結果は、半月板変性断裂、軟骨剥離の診断

だった。注射と投薬だけではどうにもだめで、習い始めていた自彊術も諦めようと

したら、先生に「痛くとも体操したほうがいいから、来て！」の励ましの言葉をか

けてもらい、必死でつづけました。３年程前から徐々に杖なしで歩けるようになり、

足の冷えや、肩こりも忘れているこの頃です。パンパンに腫れた脚を押したり、揉

んで血流を良くしてくださった指導者（先生）と体操仲間に感謝、感謝です。  

６年前から始めた自彊術、これからも体操仲間と一緒に週１回の教室を楽しみな

がら元気に向かっていきたいと思います。「自彊術って何？」9 ページをご覧ください。 

（山口昭子さんは所沢診療所・協同病院・老健「さんとめ」に勤務しました）   

挑戦シリーズ  

Ї 24 
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♪♪  飯塚  知子さん  ♪♪  

とりあえず失業保険をもらいながら孫の世話にいそしみます。  

館林の地域包括ケアがどうなっているか・・・   

寝に帰るだけの生活なのでさっぱりわかりませんが。  

皆さん  がんばりましょう。  

（飯塚さんは、行田協立診療所、熊谷生協病院、埼玉協同病院、本部に勤務

しました）  

 

♪♪橋本  邦弘さん  ♪♪  

母親が病気のため早い退職となりすみません。  

私は、1974 年 18 歳で入職し、夜の検査学校に通いました。2008 年まで

検査技師として勤務し、その後は本部勤務に変わりました。勤続 41 年の職

員生活でした。最近は母もだいぶ良くなりましたので、これからは趣味の山

登り（登山歴 20 年）やスキューバダイビングを楽しみたいと思います。  

また、15 年間かわいがっている金魚がいます。  

金魚は「餌やりよりも水の管理」が大事です。  

いつまでも長生きしますョ。  

（橋本さんは、さいわい診療所・埼玉協同病院・  

本部に勤務しました）  

 

♪♪阿久沢  正明さん♪♪  

もうかれこれ２０年近くになりますが・・・  

先日おこなわれた５月 31 日（北浦和）の集会でたくさんの方に逢いました。

意外なところで、元の職場の仲間の顔を多く拝見しました。旧知の顔を見る

ことができ本当にうれしいことでした。自分自身は１５年余、怪我等をして

長い入院生活をしていました。ですが生活に不自由はありません。  

今はもう皆さんと同じ年金暮らし、生きていくのもたいへんですね。  

埼玉民医連退職者の会の活動を知りませんでしたが、この機会に多くの人た

ちと旧知を暖めることができればと思っています。   さいたま市在住  

（阿久沢さんは、埼玉協同病院、熊谷生協病院に勤務しました）  

 

 

 
ֺϙᾝ Π  

http://www.illust-box.jp/sozai/28366/
http://www.illust-box.jp/sozai/28366/
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                     阿部  テイ  

 

 相変わらず母のところへ毎月行っています。「家に帰りたい」と、行くたび

に言われるので何とか外泊でもと、先月弟と二人で、車椅子か杖で少し歩ける

母を久しぶりの我が家に連れて帰りました。  

 築 60 年余のボロ屋でも住み慣れた我が家にホッとした様子で、表情もおだ

やかになった気がしました。老健から我が家に向かう時、看護長さんから「怒

ってはダメですよ。やさしく接してね。だれでも通る道ですからね」と言われ、

「まあその通りにできたかな」と、看護師さんに感謝です。  

翌日、母は少し安心した様子で老健に戻り、私もいつもよりやさしい気持ち

で埼玉に戻りました。当分青森行きは続きそうです。  

 

 

  ϼ  

            

               仲村  敬子  

 

 雨の降りつづく 7 月 6 日、「OB 会だ  

より」の校正で小川さんと落ち合い、近  

くでもあるので「みぬま」に入所されて  

いる肥田舜太郎先生をお訪ねすることに  

なりました。  

 先生はお元気で、私たちが持っていった「共済だより」の、シリーズ「伝え

ていきたい  私の民医連」に登場した肥田泰先生の記事を読みながら、笑顔一

杯、父親の顔になりました。  

また、ふたりが県連事務局に勤務していたからでしょうか。  

昭和 28 年埼玉民医連創立の頃のお話になり、当時奮闘された方々が少なくな

るいま、寺島萬里子先生がお元気でお見舞いにみえたことや、川越から秩父へ

の転勤で高橋昭雄先生にたいへんなご苦労をかけたことなどお話になりまし

た。施設長の神谷先生もお顔を見せ、医学部に合格した時、埼玉民医連に組織

として医学生への奨学金制度を作ってほしいとお願いしたことなど話され、私

は何の考えもないペーペーだった頃へタイムスリップしました。民医連は診療

所ひとつひとつに設立にいたる大事な歴史があり、そこに働いた職員、支えた

  

http://azukichi.net/frame2/b-frame025.html
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0iE4OI5V_FwA9xYdOfx7/SIG=129ehioml/EXP=1435470264/**http:/illpop.com/img_illust/school/excursion_a06.png
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA1IcL3ZtVL1oAAhodOfx7/SIG=1291funkb/EXP=1436364427/**http:/www.sozaidaisuki.com/web/herb/herb-mix11-3.gif
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人々にもまた、語りつくせないほどのことがあるのを感じました。  

 先生は来年 99 歳を迎えますが、泰先生が同行を約束してくれたので、八月

の広島に立ちたいとの希望を話されました。どこまでも強い意欲をお持ちの先

生でした。  

 

蔵王だより  

                                 浦川  恵子   

 我が家の朝食はいつもパン。  

遠刈田温泉でおいしいパンが手に入るのか、引っ越し前から調べても、パン屋  

を 名 乗 る 店 は な い 。 結 局 口 コ ミ   

が頼り、知人からカフェを紹介して

もらった。おだやかなご主人と、チ

ャーミングな奥様がやっている“カ

フェ  ふぁー”。  

コーヒーと手作り天然酵母パンが   

おいしい。パンが買えるのは土日だ

け、お気に入りのパンドミーは 2 本  

のみとのこと。初めての時、のこのこと出かけたら、開店したばかりというの

に売り切れ！  この頃はお願いして取り置きしてもらい、常連さんの仲間入り。 

窓の外にはブルーベリー畑、天井の太い梁やまきストーブが気持ちをゆったり

させてくれる、おいしいパンの買える蔵王のお気に入りのカフェである。  

                         

 

  

              

高橋  昭雄  

 今年五月に完成した装丁もきれいで、300 頁もある、中身の重さが溢れ出

ているような立派な書をいただきました。雨情と言えば「赤い靴」や「証城寺     

狸ばやし」「青い目の人形」など、すぐ童謡を思い出しますが本体は詩人で、

作曲家がリズムとメロディーを付けたものが、童謡・民謡などで民衆や児童の

日本的感性の培養の大きな一助となったのだと思っています。  

    

武内さんとは秩父の医療活動で長い協同をしてきましたが、  

私の知る限りでは、余技として「八ミリ映写」マニアとして  

指導的な力量のある人でした。それがいきなり詩人・歌人としての雨情に自分

Њ      

人気の天然酵母パン

とスープ  

֥  

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdC7cC5tVJVwAKS8dOfx7/SIG=124oac9om/EXP=1436310876/**http:/e-poket.com/illust/img/illust/pump077.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdC7cC5tVJVwAKS8dOfx7/SIG=124oac9om/EXP=1436310876/**http:/e-poket.com/illust/img/illust/pump077.jpg
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の 20 年間の余力を注ぎ込んだという書を見て驚愕をしました。もともと細や

かな優しい人なのですが、この一徹には感動を覚えました。  

読んでみますと、やはり「八ミリ映写」の延長線上の課題とのこと。私の想

像では写真と違って映写と言う動画に及ぼす詩情や歌謡の重さに心を開いた

のではと独り合点をしています。  

特に童謡部門で子どもたちに  日本文化の叙情の特異性を深く植えつけた一

人としての雨情の存在は大きなものがあるでしょう。  

また、雨情の子息が父の全体像を跡づけした  

文の中に、明治 30 年の社会主義運動の上昇機

運の中で、内村鑑三、幸徳秋水、堺利彦らの非

戦論に与した詩の「惰眠の国の貧民よ」の詩の

中で「至誠博愛盾にして富者の耳を聾すべく  

＊革命来る＊の旗たてよ」と、キリスト教的社

会主義思想の詩を発表していると言います。  

この気運が大正デモクラシー運動を経て、やが

て昭和初期の治安維持法時代の軍国主義の社会

に移行して、次第に雨情の「人道的社会主義」

の叫びが消されていき、ついに昭和 20 年１月

に雨情は終戦を知らずに他界されてしまいます。 

まだ 63 歳のこの大器が戦後の平和運動の中で、先頭切って新しい民衆詩人と

しての詩歌で、戦後の復興を励ましてもらいたかった思いは誰しもの嘆きだっ

たでしょう。  

 この敬愛すべき人物の筆像を建てるべく武内さんは、国会図書館を始めとし

て、各大小の新聞や、各県の図書館はいうに及ばず、ついに雨情の足跡を確か

めるべくモンゴルにまで足を運んで、雨情の宗

教心まで解明に努めました。実に自分の生涯の

労作というべく、また、心ある民衆の詩ごころ

を磨くかけがえのない資料として、その発展の

力となるでしょう。  

皆さん！  ぜひ一読を。  

     2015. 6.10  記す。  

 

 

 

 

「野口雨情」の本は OB 会で  

扱っています。ご希望の方は  

役員に声をかけてください。  

定価 1,500 円＋税が  

1,300 円です。  

埼玉民医連退職者の会

nokai の会  

ↄ  
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石原圀美   

 

地元の人が、「母親を  

津波で亡くした女子中  

学生の句です」と教えてくれた。  

東日本大震災から４年。  

宮城県女川町の女川中学の生徒たちが震災を伝える石碑を町内 21 カ所につく

る計画をたて、100 円募金を始めた。大人たちも応援し目標の 1000 万円が

集まり、21 基ができる。碑には生徒たちの句が刻まれている。   

そのなかで、目についたのがこれ。    （2015 年 3 月  女川町訪問）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争法案が審議入りして初の日曜日の５月３１日、北浦和公園で開かれた  

「集団的自衛権行使容認閣議決定撤回を求めるオール埼玉総行動」には、会場

始まって以来という１万人を超す参加者が集いました。  

 夏を思わせる陽気の中、集会では埼玉弁護士会々長や元自衛隊員、高校生な

どの熱い発言が続き、その後３コースに分かれてデモ行進を行いました。  

 今回は民医連ＯＢ会としても実行委員会に参加、当日も旗を持って参加しま

した。地域の医療生協やそれぞれの組織に加わって参加されたメンバーも多い

ようでしたが、あちらこちらで顔を見かけ、みんながんばっていることが確認

できました。集会後はお楽しみの昼食交流会、乾杯のあとの話もはずんでにぎ

やかな交流、新入会員を迎えるなどうれしい一日になりました。  

 

ḩ Ҳ 

֓қ !! 

金子  仁志  

֓қ  

 

 

ϙ  

      

                          
 

http://sakurago.exblog.jp/iv/detail/index.asp?s=24189774&i=201505/31/88/c0252688_15484331.jpg
http://www.illust-box.jp/sozai/36701/
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         権田  圭助  

久しぶりに「ぶらり旅」に参加  

しました。興味をひいたのは「朝  

日新聞」という巨大メデイアを垣  

間見る事がどの位できるのか、何  

十年も前に行ったことがある「築  

地場外市場」はどんなに変わった  

のか、でした。  

 朝日新聞では、編集部内をのぞ  

き、見ましたが、忙しくない時間  

帯だったのか、閑散としていたの  

が印象に残りました。印刷工刷、  

梱包、発送がすべてオートメ化し、  

作業する人がごくわずかしかいま  

せんでした。  

 築地場外市場も時間外のためか、  

あまり前と変わったように見えませんでした。  

築地本願寺で一休み、みなさんといろいろお喋りができた楽しい旅でした。  

 

 

 

                 小嶋  美智子  

4 月 15 日、うらしん OB 会 11 名で「水上バスで楽しむ川めぐり・橋めぐ

り」に行ってきました。日本橋から船に乗り、日本橋川、隅田川、神田川・・・ 

        川の清掃船と併走して。「柳橋の屋形船で隅田川の花火大  

会を見てみたいね」などと言いつつ、御茶ノ水聖橋下でＵ  

ターン、川巾の真中に船を停止させてみた東京スカイツリ

ーはとてもすてきでした。  

下船後のランチは天ぷら屋さんで  

おいしくいただきました。  

 

ṕּף בֿ ךּ ךּ Ṗ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OB̝  

http://flowerillust.com/html/leaf/leaf0068.html
http://flowerillust.com/html/leaf/leaf0068.html
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0OVXYZ5VgkYAtAYdOfx7/SIG=11pesj2dp/EXP=1436529367/**http:/sokuup.net/imgm/soku_26522.jpg
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                         訪問者  松倉  徳子  

                            前田  文代   

 診療所の周辺は鋳物の町と言われた  

地域でしたが、マンションが建ち並び、あちこちに駐車場ができていました。

私たちが働いていたころとは大きく変  

貌しています。  

  診療所玄関の並びのデイケア施設か  

ら、車椅子でお家に帰る利用者を拝見  

し、１９５３年の創立から６２年間、  

地域住民 (組合員）に支えられながら、  

保健予防活動、医療・介護活動を幅広く実践している診療所の姿を目の当たり

にしました。  

 外来は内科を軸に、専門外来として糖尿病・漢方・禁煙・フットケア・健診

後外来など 1 日 3 診の充実した診療体制です。デイケア、訪問リハビリ、24

時間在宅支援診療所としての対応など幅広い活動に取り組んでいます。  

 ヘルパーステーション「すこやか」の訪問介護、ケアセンター「かがやき」

と連携した居宅介護支援や訪問看護など、医療と連携した介護サービスの展開

もあります。入院連携では、埼玉協同病院・済生会川口総合病院などですが、

近くにあった外科病院のベッド閉鎖など新たな対応も迫られているようでし

た。また、医療が必要であるにもかかわらず、医療費の支払いが困難な方に対  

     し、医療費の減免や免除をおこなう診療

所として「無料低額診療制度」の利用を

呼び掛けています。吹き抜けの屋根から

雨漏りがあり、修理を終えて当分は大丈

夫との話をお聞きしましたが、建物もあ

ちこちにガタがきているな……と思いま

した。  

                  常勤 20 名、パート 33 名の職員集団

が、疾病の治療にとどまらず、リハビリテーション、在宅療養のサポート、地

域で暮らす高齢者、障害者の支援など「チームとしての仕事づくり」をすすめ

るという話をお聞きし、更に新しい前進をと願いながら帰途につきました。  

内山所長、志村看護長、2 か月前に着任したばかりの渡辺事務長からお話を

伺いました。お忙しい中をありがとうございました。  

 

˗ ᵂ  ′֥         

http://wpedia.goo.ne.jp/wiki/リハビリテーション
http://wpedia.goo.ne.jp/wiki/高齢者
http://wpedia.goo.ne.jp/wiki/障害者
http://www.yoshie.bz/sampl/flower/asagao/05.html
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      自 彊 術
じきょうじゅつ

とは      山口  昭子  

 自彊術とは、日本最初の健康体操です。  

３１種類に組み合わせた動作を、順序よく正しく動かし、関節の可動  

域を広げ、血液の循環を良くしていきます。又、ツボを刺激して整体、 

調身、病気の改善も目的となります。老若，健常、病弱者を問わず、  

各人の能力に応じたその実践が、人の持つ自己免疫力や自己治癒力を  

高め、自律神経（交感、副交感神経）のバランスを整えるという特徴  

を持っています。基本的には床に座って動作しますが、自分の体調レ  

ベルに合わせて椅子に座って運動する事も出来ます。         

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                             鹿又  雅子  

 夫が倒れて約 1 年半になります。  

朝、元気に「いってらっしゃい」と送り出してくれたのに、突然生死をさまよ

うことに。私はその姿を受け入れることができず、何度も心折れそうになりま

したが、多くの友人に支えられました。  

毎月届いた絵手紙、お茶友や山友、プレゼントの本が、心の支えになりまし

た。リハビリのおかげで今では４点杖でゆっくりですが歩けるようになりまし

た。外出は車いすです。障害者１級となった夫に付き添うようになり、今まで

気づかなかったいろいろな設備が如何に不親切か痛切に感じています。  

 歩道には段差があり、車いすでは危険なところが多く、多くの人は出かけた

くても出かけられないのが現状、だから車いすに出会うことも少ないです。  

 タクシー券が支給されていますが、乗り場の多くは歩道と車道の段差が高く、

夫はその段差を降りることは困難なので利用もためらいます。  

 楽しみは月に１～２回くらいの外食です。時にはビールで乾杯したり。  

しかし利用できるお店を探すのも大変。このお店は車いす  

で入れるかしら、この道路は大丈夫かしら・・・自然と考  

えています。最近、歌声「ともしび」が蕨や浦和で開催さ  

れるので、電車で出かけます。駅員さんはとても親切です。 

˺  

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTg1Gy45VBT4AyhsdOfx7/SIG=12t1cgq6d/EXP=1435507910/**http:/www.sozai-library.com/wp-content/uploads/2013/05/00354-450x337.jpg
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何事も前向きに考えれば元気も出ます。  

夫は一週間のうち５日デイに、私は週に３日生協歯科で働いています。この

スケジュールは私の気分転換になります。私が出かける時、夫は老健「みぬま」

のショートステイに。犬と猫は元気なスーパーシニアで医療生協の「暮らしの

サポーター」さんのお世話に。この制度を利用して安心して出かけられます。

介護の難しさは身にしみます。毎日のことですから。でも、どんな障害者にな

っても人としての喜びを忘れないように付き合っていきたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

2015 年・・・  今年は戦後 70 年  

                      被爆 70 年  

              この節目の年、  

いま考えている事、後世に伝えたいことを  

残しておきませんか。  

 

         「私のひとこと」「私の一枚」「私の一句」等を  

メッセージ集としてまとめたいと思います。  

    皆さんの参加を呼びかけます。  

 

 ꜘҹ   
 

♦原稿の長さは 800 字、写真は 3 枚程度、俳句・短歌等は 5 句  

くらいを目安にお願いします  

♦原稿は、できればパソコン入力・メール送信をお願いします。  

・郵送の場合   

     仲村敬子宛  〒336 －0923  さいたま市緑区大間 1545  7 －303  

・ＦＡＸの場合  048 －685 －1166  （小川）  

・メールの場合  oyoshie@dmail.plala.or.jp  （小川）  

    ♦原稿締切       10 月末日  

    ♦発行日   2015 年 12 月 25 日  

 

         埼玉民医連退職者の会  

 

̝ᴣ  
 

 

mailto:oyoshie@dmail.plala.or.jp
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTiaNb3JVVEkAvlcdOfx7/SIG=128gqgu8q/EXP=1433649421/**http:/illpop.com/img_illust/flower/pickup02_a05.png
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                                                  瀬川  則男   

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

             爺は佐渡へ      

                                   

 

 

 
                                            パパの変身に孫もビックリ  

   

 

 

 

 

 

 

 

˵  

グミと桑の実  

子供の頃、桑の  

実を「いっぱい  

食べたぞ」と唇  

に桑の実をつぶ  

して塗り、遊ん  

だものです  

 

す。  

 

 

 

「北山菖蒲園」東村山市  

自宅から歩いて約 1 時間の

ところにある北山菖蒲園。

菖蒲の花も終わり、これか

らは「蓮」の季節。古代蓮

「大賀蓮」が人気です。  

山口  昭子    

 

ῇ

ὤ

 

山
本 

康
男 

康
男 
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2004 年 10 月新潟県中越地震で壊滅的な被害  

を被った山古志、「錦鯉を復活させたい、棚田を  

取り戻したい」復興に向かっての一歩一歩でした。     冨田  厚子  

             

 

                    

 

 

                

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小田  政満  

 

       「OB 会だより」の作業もうれしい時が時々あります。  

今回は川口診療所の記事を入力中、ＨＰにある「所長コラム」にくぎづけとなり、  

作業はしばし中断。楽しい記事を喜んだり、懐かしんだり、同感する時には思わ

ず手をたたき、時には「クスッ」と笑ったり・・・  

毎月 1 日の更新がこれからも楽しみです。  

皆さんに  おすすめです。ぜひご一読ください。    （よ）  

 

  

昨年植えた南米

原産の果樹です

５㎝くらいの長

だ円形の実がな

り、食べ頃は中

秋から晩秋。西

洋ナシと桃を合

わせたような風  

味。実がつくの  

が楽しみです。  

  栗原  和子   

あとがき  

ⱥ ῇ֦ⱷ 

 

 

 Ẓ333 - 1111  1347   

ᴇἧ ᶸ    


